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枝の伸び方と樹形形成

2009/11/21 ノヽ田洋章

1本の木の全体の姿を樹形という。

○最初は 1個の種子 (胚)から出発。光合成を行いながら高さと太さを増し、大きくなる

につれ業の量を増やす。枝は成熟枝へと成長し、花を開き、実を結ぶ。樹形はだんだんと

ずんぐりした形に変わつてゆく。

○伸長成長は寿命の三分の一くらいで止まつてしまう。一方肥大成長は枯れるまで続くか

.  ら一般的には長寿のものほど大くなる。

樹形形成に関わる要因

遺伝的要因

I茎が自立出来るか否か (→這い性、つる性 )

Ⅱ明瞭な幹がをつくる、根元で分枝しない (→高木)

Ⅲ根元で分枝、主軸が不明瞭 (→低木)

自然環境要因 (適応樹形)

Ⅳ生物的要因

他者 (樹木)と の競争・競合 (→ヘラノキ

V無機的要因 (本来高木 ?)

標高・気温 (カ ラマツ、高山帯のフイ性低木 ?)、 乾燥、風 (ク ロヤツ、ハイ

ビャクシン ?)、 雪圧 (ハイマツ、エゾユズリハ )

人為的要因

Ⅵ栽培樹形 :果樹、クワ

管理
‐
:ク ヌギ、コナラ (萌芽枝)

庭木、垣根 (築地マツ)、 街路樹

盆栽

Ⅱ高木類 (喬木ともいい、亜高木、高木、超高木に分ける)

分裂組織が茎頂のみ (→単幹樹形 :ヤシ型)

頂枝の伸長量>側枝の伸長量、材蓄積集中型、重心下部 (→針葉樹形)

側枝の伸長量>or=頂枝の伸長量、材蓄積分散型、重心上部 (→広葉樹形)

Ⅱ-1針葉樹形、

材蓄積幹集中型 (セ コイアオスギ、セコイアメスギ)



頂芽優勢が長期間継続 (メ タセコイア、カラマツ)

下枝が長命・重心下部 (ヒ マラヤスギ、レバノンシーダ)

側枝の出方が車枝状 (ナ ンヨウスギ、コウヤボウキ)

短枝の発達 (マ ツ属、ヒマラヤスギ、コウヤマキ)

突然変異 (タ ギョウショウ、ウツクシマツ)

1次側枝が短命、更新 (円筒樹形 :∠″υ″
"レ “

ぬコ″′″3)

膝根 (ラ クウショウ)

加齢に伴 う変化 :excuwent" → “decurrent"型 へ (ア カマツ、クロマツ)

■b口ψ "の場合 (早期に移行 ?)

個体内での分枝角度の変化 (P′"ゐ“")

Ⅱ-2広葉樹形

幹→1次 。2次 。3次側枝→→樹冠へと順次分枝 (一般、ケヤキ、サクラ)

<以下はその変形 (枝の伸び方と樹形)>
幹と枝の成す角度が鋭角 (→籍型樹形 :イ タリアププラ、)

主颯1の伸長と側枝の出方のパタン (→パゴダ樹形 :ミ ズキ、イイギリ)

1次側枝と2次側枝の大さの違い (→イチョウ、

枝分かれの頻度大 (→ケヤキ、ムクノキ)

枝分かれの頻度小 (→ ホオノキ、)

仮i‖l分枝 (添伸)型 =(→盃状 (扇形):ヤマボウシ、ビワ、イヌビワ)

枝が下垂して伸びる (→枝垂れ :ク リ、エンジュ、ベニシタン)

短枝の形成 (→イチョウ、アオハダ、カツラ)

同時枝顕著 (→タブノキ、リョウブ、ビワ)

ラマスシュー トが顕著 (→ コナラ、クヌギ)

分枝角度が斉一、仮軸分枝 (→ ミズキ、物
“

Ji「2′ル

葉序と枝ぶり (→イロハモミジ、カツラ)

Ⅱ-3樹形を特徴づける付加的要素

板根 (サ キシマスオウ)、 幹生果 (ハナズオウ)、 締め殺し植物 (ガ ジュマル、

アコウ)、 呼吸根 (オ ヒルギ)、 支持根 (ヤエヤマヒルギ、タコノキ)な ど

Ⅲ低木類 (潅本ともいい、わい性低木、亜低木、低木、地表植物に分けたりする)

<実生と成熱枝の観察から>

A① <実生>発芽後1～ 3年で基都 (子葉や基部数節の腋)か ら分枝する。

B① <実生>胚由来の主軸は1～ 3年で枯死。樹形形成は専ら側枝による。

C①<成熱株>2～ 4年で個々のシュートを根ぎわより更新 (半低木)



D①斜行枝を基本とするもの :ドクウツギ、カナウツギ

D②直立枝が基本 :ガクアジサイ、コゴメウツギ

C②<成熱株>根ぎわより数年間、シュートを更新しない :ウ ツギ、ノイ

バラなど。

B② <実生>胚由来の主軸が生長を続け,樹形形成の中心となる :キ ブシ、

トサミズキ (大型低木)

A②発芽後1～ 3年で基部で分枝しないが、成木では株立ち状となる

E①主幹が明瞭 :シャリンバイ,エゾユズリハ (偽高木)

E②主幹不明瞭 :アブラチャン (偽低木)

A③根際からの分枝せず,株立ちとならない→I高木

************

樹形研究会紹介 傷lJa)
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